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稲沢市立平和町農村環境改善センター指定管理者候補者選定審査について 

（令和７年度審査基準） 

 

指定管理者候補者の選定に当たっては、第１次審査及び第２次審査の二段階で審査を行

うものとする。 

この場合において、第１次審査を施設所管課で、第２次審査を稲沢市立平和町農村環境

改善センター指定管理者候補者選定委員会（以下「選定委員会」という。）で行うものとす

る。 

 

１ 第１次審査 

  提出された申請書類に基づき、施設所管課で申請資格等の適否について確認を行う。 

この場合において、申請団体及び提出された申請書類の内容が次の事項に該当すると

きには、第２次審査の対象から除外するものとする。 

 

〔第２次審査対象除外事項〕 

① 申請団体が募集要項に記載する「申請資格」に該当しない場合 

 ② 申請書類に虚偽の記載があると認められる場合 

③ 申請書類に管理運営業務全体について第三者に一括して委託もしくは請け負わせ

る記載がみられる場合 

 

２ 第２次審査 

第１次審査を通過した申請団体に選定委員会の場で申請内容に関するプレゼンテー

ションを行ってもらい、それに対して選定委員が取組み姿勢、提出書類や企画提案の内

容、セールスポイント等についてヒアリングを実施する。 

申請内容とヒアリングの結果を受けて、審査基準に基づき総合的に審査し、最も適切

に当該施設の管理を行うことができると認められる候補者を選定委員会として選定す

るものとする。 

この場合において、審査結果が第１位の者を指定管理者の第１次優先候補者とし、第

２位の者を第２次優先候補者、それ以外の者を不合格者とする。 

 

３ 採点方法及び選定条件について 

⑴ 審査基準配点表（別表）に基づき、選定委員会委員１人当たりの採点上限を 140 点

とし、出席委員の得点数の合計が最も高い団体を優先候補者とする。 

⑵ 得点数の合計の最も高い団体が２団体以上ある場合（同点）は、委員ごとに順位付

けを行い平均順位（小数点以下第２位を四捨五入）が高い団体から順に優先候補者と

する。 

この場合において、平均順位も同一となった場合は、委員から１位と評価された数
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の多い団体から順に優先候補者とする。 

⑶ ⑴・⑵においても決しない場合は、当該施設の管理運営に対する団体の信頼性、安

定性について選定委員会で改めて協議し、総合的見地から最終順位を決定するものと

する。 

⑷ 出席委員の得点数の合計が、総得点数（700 点）の６割（420 点）に満たない場合は、

指定管理者の候補者に該当しないものとする。 

⑸ 審査項目別の配点は、別表のとおりとする。 
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【別表】審査基準配点表 

  

分
類

選 定 基 準 審 査 項 目

１２０点 １２０点

２０点 ２０点

１４０点 １４０点

審　査　の　視　点 得点 (上限)

１

利用者の平等な
利用を確保する
ことができるも
のであるか

利用者の平
等な利用の
確保

一部の利用者に対する不当な利用制限はないか

１０点

５点

一部の利用者を不当に優遇していないか ５点

利用者に対
するサービ
スの向上

利用者にとって利便性が高まっているか

３０点

１０点

初めての利用者にとって利用しやすい施設になっているか １０点

利用者からの要望に対し、柔軟に対応できる体制となってい
るか

１０点

２
施設の効用を最
大限に発揮する
ものであるか

施設の効果
的な活用

施設の設置目的を理解しているか

４０点

１０点

施設の利用を促進させる方策（創意工夫）が図られているか １０点

地域、関係機関、ボランティア等との連携が図られているか １０点

管理運営業務と自主事業の両立は図られているか １０点

３

施設管理を安定
して行う物的・
人的能力を有し
ていること

施設の適切
な維持管理

施設の維持管理、安全管理は適切か

２０点

５点

職員の指導育成、研修体制は十分か ５点

５点

個人情報保護の体制とそのチェックは適当か ５点

経営の健全
性

収入、支出の積算と事業計画の整合性は図られているか

２０点

５点

団体の財務状況は健全か ５点

４

施設の管理に係
る経費の縮減が
図られるもので
あるか

管理経費の
縮減

管理経費の縮減が図られているか（※１）

２０点

災害等緊急時に対応できる体制であるか

１０点

経費が縮減されるとともに、利用サービスに新たな価
値を付与しているか（※２）

１０点

小　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　②

合　　　　　　　　　　　計　　　　　　　①＋②

法令等を遵守した管理運営が行われるか ５点

類似施設を管理した実績はあるか ５点

小　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　①
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〔採点基準〕  

５点（10点）… 非常に優れている 

４点（８点）… 優れている 

３点（６点）… 普通 

２点（４点）… やや劣っている 

１点（２点）… 劣っている 

〔ボーダーライン〕 

 総得点 700点の６割（420点）とする。  

〔管理経費の縮減が図られているか（※１）〕 

次の計算式により算出する。 

  【計算式】 

評価点＝（指定管理料算定参考額－提案額）÷指定管理料算定参考額×50＋５ 

・提案額は５年間の平均額とする。 

・提案額が指定管理料算定参考額と同額であれば５点とし、指定管理料算定参考額

に対して、２％削減するごとに１点加点し、２％増加するごとに１点減点する（上

限１０点、下限０点）。 

・算出結果の小数点第２位を四捨五入し評価点とする。 

・算出結果が「評価点＞配点」の場合は、「評価点＝配点」とする。 

〔経費が縮減されるとともに、利用サービスに新たな価値を付与しているか（※２）〕 

採点基準 

10点… 経費が３％以上縮減され、利用サービスが大きく向上している 

８点… 経費が１％以上縮減され、利用サービスが大きく向上している 

６点… 経費が１％以上縮減され、利用サービスが向上している 

４点… 経費の縮減は認められないが、利用サービスは向上している 

２点… 経費の縮減は認められないが、利用サービスはやや向上している 

０点… 利用サービスは向上していない 

 

 


